
特集・市民と生涯学習②市民と学習、活動

一

③
洋
光
台
男
声
合
唱
団

中
野
堅
五

は
じ
め
に

何
か
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

　
洋
光
台
男
声
合
唱
団
（
以
下
「
洋
男
」
と
略
称
）
は

昭
和
六
十
年
十
一
月
に
誕
生
し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
四

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
団
員
数
四
十
七
人
、
平
均

年
齢
五
十
歳
、
毎
日
曜
日
の
午
後
六
時
半
か
ら
午
後
九

時
ま
で
、
洋
光
台
の
駅
前
に
あ
る
横
浜
こ
ど
も
科
学
館

集
会
室
に
お
い
て
、
毎
回
約
四
十
人
前
後
の
団
員
が
合

唱
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
日
曜
日
の
夜
と
い
え
ば
、

家
庭
で
は
一
週
間
の
う
ち
卜
ッ
プ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ

ム
、
明
日
へ
の
活
力
源
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
浸
り
つ
つ
、

良
き
お
父
さ
ん
振
り
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
ひ
と
と
き
で

し
ょ
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
も
見
る
機
会
が
無
く

な
り
、
こ
う
い
う
点
か
ら
考
え
ま
す
と
誠
に
残
念
な
日

曜
日
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
出
席
率
か
ら
も
い
え
る
よ
う
に
、
団
員
一

同
日
曜
日
の
夜
は
自
然
と
練
習
場
に
足
が
向
い
て
い
る

の
で
す
。
単
に
合
唱
が
好
き
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

い
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
喜
び
を
超
え
た
、
計
り
知
れ
な
い

発
足
の
経
過

　
昭
和
六
十
年
五
月
六
日
、
洋
光
台
連
合
自
治
町
内
会

及
び
洋
光
台
文
化
を
創
る
会
が
主
催
し
て
「
洋
光
台
音

楽
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
活
性
化
の
一

環
と
し
て
先
に
洋
光
台
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
公
募
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
催
し
は
、
町
歌
の
発
表
会

を
兼
ね
て
洋
光
台
地
域
の
四
校
の
小
学
校
と
二
校
の
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
、
少
年
少
女
合
唱
団
、
地
域

の
女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
た
音
楽
祭
で

す
。
当
地
に
は
文
化
を
推
進
す
る
母
体
で
あ
る
「
洋
光

台
文
化
を
創
る
会
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
音
楽
の
集
い
が
、
町
歌
の
発
表
会
に

終
わ
る
こ
と
な
く
、
毎
年
続
け
て
や
っ
て
い
こ
う
、
そ

し
て
女
声
コ
ー
ラ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
男
声
コ
ー
ラ
ス

も
是
非
参
加
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
に
も
似
た
機
運

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
職
場
や
学
校
と
異
な
っ
て
地

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
発
足
の
経
過

三
―
発
団
式

四
―
活
動
の
記
録

五
―
組
織
づ
く
り

六
―
第
一
回
発
表
会

七
―
交
流
会

八
―
機
関
紙
の
こ
と

九
―
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
集
作
成

十
―
喜
び
、
楽
し
み
の
原
点

域
に
お
い
て
多
忙
な
社
会
人
が
コ
ー
ラ
ス
に
参
加
す
る

の
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
そ
の
年
の
秋
、
主
演
中
井
貴
一
に
よ
る
市
川
昆
監
督

の
映
画
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
が
全
国
で
放
映
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
こ
の
映
画
の
感
動
を
思
い
出
し
、
早
速
映
画

館
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。
お
よ
そ
殺
伐
と
し
た
戦
争
映

画
と
は
思
え
な
い
全
編
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
溢
れ
る
映

画
で
、
相
次
ぐ
感
動
的
な
シ
ー
ン
の
中
で
も
、
満
月
の

夜
、
日
本
軍
、
英
国
軍
が
銃
を
握
り
し
め
な
が
ら
歌
っ

た
「
埴
生
の
宿
」
の
男
声
合
唱
の
シ
ー
ン
は
心
が
ゆ
さ

ぶ
ら
れ
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
「
歌
」
と
い
う
も
の
は
、

殺
し
合
い
の
最
中
で
あ
っ
て
も
、
心
の
か
け
橋
に
な
り

得
る
こ
と
を
こ
の
映
画
で
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
帰
る
道

す
が
ら
、
第
二
回
洋
光
台
音
楽
の
集
い
に
は
、
な
ん
と

か
し
て
男
声
を
集
い
の
壇
上
に
上
が
ら
せ
な
け
れ
ば
と

い
う
「
想
い
」
は
益
々
昇
華
し
て
、
翌
日
佐
野
弘
洋
光

台
連
合
自
治
町
内
会
長
に
相
談
す
る
と
、
二
つ
返
事
で

　
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

月
の
終
わ
り
の
日
曜
日
、
佐
野
会
長
、
宮
川
昭
夫
（
文
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化
を
創
る
会
会
長
）
、
神
免
謙
二
（
連
合
特
別
委
員
会

会
長
）
、
宮
嶋
修
（
洋
光
台
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
）
、
指
揮
を
依
頼
し
た
森
孝
夫
さ
ん
、
私
、
以
上

六
人
が
発
起
人
と
な
り
、
早
速
合
唱
団
の
趣
旨
、
心
得

を
作
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
の
趣
旨
、
心
得
は
次
の

通
り
で
す
。

○
趣
旨

　
音
楽
を
愛
す
る
者
が
一
堂
に
会
し
て
、
現
在
社
会
の

錯
綜
す
る
ひ
ず
み
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
人
間
性
豊

が
な
ふ
れ
合
い
と
、
心
身
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
。
ま
た

近
隣
の
友
好
親
善
を
積
極
的
に
進
め
、
サ
ー
ク
ル
活
動

を
通
し
て
地
域
文
化
の
一
端
を
担
う
。

○
心
得

　
団
員
は
、
団
規
約
を
遵
守
し
、
進
ん
で
団
活
動
に
協

力
す
る
。
コ
ー
ラ
ス
を
通
じ
て
団
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
紳
士
的
に
秩
序
を
守
り
、
内
外
の
生
活
に
お
い
て
、

団
の
品
位
を
汚
す
事
な
く
、
自
己
の
資
質
を
高
め
る
。

　
と
い
う
も
の
で
す
。
団
費
月
額
千
円
、
入
団
費
千
円
、

と
決
ま
り
ま
し
た
。

三

発
団
式

　
発
団
式
は
昭
和
六
十
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）
午
後

六
時
三
十
分
、
場
所
は
横
浜
こ
ど
も
科
学
館
一
階
集
会

室
と
決
ま
り
ま
し
た
。
果
た
し
て
何
人
の
人
が
集
ま
っ

て
く
れ
る
か
と
い
う
大
き
な
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。
と

写真―１　地域コミュニティ紙「はまかぜ」掲載記事(昭和60年11月15日）
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こ
ろ
が
開
催
時
刻
に
な
る
と
、
思
っ
て
も
み
な
い
人
数

が
集
ま
り
ま
し
た
。
年
齢
は
四
、
五
十
歳
代
の
方
が
多

く
、
最
高
年
齢
者
は
五
丁
目
の
鵜
飼
孝
一
さ
ん
で
八
十

二
歳
と
の
こ
と
（
一
年
間
合
唱
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
御
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
）
、
合
計
で
二

十
三
人
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
と
も
か
く
一
緒
に
歌

い
ま
し
ょ
う
と
い
う
事
で
「
埴
生
の
宿
」
「
船
の
り
」

の
二
部
合
唱
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
全
く
知
ら
な
い

人
達
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
歌
う
心
は
一
つ
で
す
。
ふ

く
い
く
と
か
も
し
出
す
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
心
地
よ
く
響
き

渡
り
、
会
場
の
外
に
居
た
二
、
三
人
の
人
達
も
思
わ
ず

入
室
し
て
き
ま
し
た
。
一
同
の
顔
に
自
然
な
笑
み
が
こ

ぼ
れ
「
あ
あ
来
て
良
か
っ
た
」
と
共
感
し
て
、
自
然
に

次
回
以
降
の
練
習
予
定
も
決
ま
り
、
再
会
を
約
し
て
散

会
致
し
ま
し
た
。
私
達
発
起
人
は
、
「
や
っ
ぱ
り
や
っ

て
良
か
っ
た
ね
」
と
実
感
致
し
ま
し
た
。
実
際
こ
ん
な

に
人
数
が
集
ま
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で

す
。
募
集
に
は
、
掲
示
版
は
も
と
よ
り
、
機
会
が
あ
れ

ば
呼
び
か
け
も
積
極
的
に
進
め
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も

広
く
伝
わ
っ
た
の
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
「
は
ま

か
ぜ
」
の
素
晴
ら
し
い
記
事
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
港

南
台
に
居
住
さ
れ
て
い
る
尾
崎
み
つ
子
さ
ん
に
は
大
変

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

四
―
活
動
の
記
録

　
男
声
合
唱
団
が
誕
生
し
た
事
で
多
方
面
か
ら
出
演
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
だ
力
不
足
で
し
た
が
、
洋

男
の
趣
旨
、
積
極
的
な
団
員
募
集
の
こ
と
も
あ
り
、
出

演
を
受
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
せ
め
て
出
演
の
折

に
は
、
ネ
ク
タ
イ
だ
け
で
も
統
一
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
一
本
八
百
円
也
の
赤
い
ネ
ク
タ
イ
を
購
入
し
、

楽
譜
、
ホ
ル
ダ
ー
も
製
作
、
当
面
の
外
部
出
演
に
対
応

出
来
る
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
三
月
二

十
二
日
、
洋
光
台
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
二
周

年
記
念
式
典
、
同
年
五
月
三
日
、
待
望
の
洋
光
台
音
楽

の
集
い
か
ら
、
白
い
Ｙ
シ
ャ
ツ
に
揃
い
の
赤
い
ネ
ク
タ

イ
で
さ
わ
や
か
な
ス
タ
ー
ト
を
致
し
ま
し
た
。

①
―
初
年
度
の
主
な
活
動
記
録

三
月
二
十
二
日
　
　
洋
光
台
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
大
会

五
月
三
日

五
月
二
十
五
日

六
月
十
六
日

八
月
二
十
三
日

十
月
二
十
六
日

十
一
月
八
日

洋
光
台
音
楽
の
集
い

ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
女
声
合
唱
団
と
の
合

同
ハ
イ
キ
ン
グ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
一
Ｒ
大
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
家
族
例
会

磯
子
祭
り
音
楽
の
集
い

洋
光
台
第
二
中
学
校
創
立
十
周
年

記
念
式
典

十
一
月
三
十
日
　
　
横
須
賀
衣
笠
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
慰
問

②
―
二
年
目
の
主
な
活
動
記
録

十
二
月
二
十
八
日
　
団
総
会

二
月
八
日

四
月
二
十
九
日

五
月
十
七
日

五
月
三
十
日

六
月
二
十
八
日

八
月
三
十
日

十
月
六
日

十
月
二
十
五
日

十
一
月
十
五
日

横
浜
コ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
ト

磯
子
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慰
問

港
南
区
音
楽
祭

洋
光
台
音
楽
の
集
い

バ
ー
ズ
・
サ
ン
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ル
レ
イ
ン
ボ
ー
演
奏
会

日
本
商
店
連
盟
全
国
大
会

磯
子
祭
り
音
楽
の
集
い

野
庭
苑
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

慰
問

③
―
三
年
目
の
主
な
活
動
記
録

十
二
月
二
十
日
　
　
港
南
台
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル

一
月
三
十
一
日
　
　
上
中
里
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

五
月
十
五
日
　
　
　
港
南
区
音
楽
祭

五
月
二
十
一
日
　
　
洋
光
台
音
楽
の
集
い

七
月
二
十
四
日
　
　
野
庭
苑
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
慰
問

八
月
二
十
八
日
　
　
コ
ー
ル
レ
イ
ン
ボ
ー
演
奏
会

九
月
二
十
三
日
　
　
第
一
回
発
表
会

十
月
三
十
日
　
　
　
ウ
イ
ラ
ブ
　
ア
ジ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

十
一
月
二
十
日
　
　
母
子
連
　
県
大
会
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写真―２　磯子特別養護老人ホーム慰問（昭和62年４月29日）

④
－
平
成
元
年
の
活
動
計
画

二
月
十
六
日

二
月
十
九
日

三
月
四
日

四
月
九
日

五
月
二
十
一
日

五
月

六
月

九
月

九
月
十
七
日

十
月

十
一
月

十
二
月

五

木
曜
コ
ン
サ
ー
ト

横
浜
コ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
ト

洋
光
台
第
一
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

聖
母
の
園
老
人
ホ
ー
ム
慰
問

港
南
区
音
楽
祭

洋
光
台
音
楽
の
集
い

横
浜
市
民
オ
ペ
ラ
「
海
光
」

合
宿

Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

磯
子
祭
り
音
楽
の
集
い

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慰
問

団
総
会

組
織
づ
く
り

　
洋
男
の
活
動
は
定
期
演
奏
会
、
合
唱
祭
へ
の
参
加
、

社
会
福
祉
施
設
の
慰
問
、
地
域
文
化
活
動
へ
の
参
加
、

近
隣
コ
ー
ラ
ス
団
体
な
ど
と
の
交
流
、
機
関
紙
の
発
行

な
ど
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
幅
広
い
行
動
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
組
織
づ
く
り
は
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

為
総
会
の
下
に
団
の
執
行
機
関
で
あ
る
企
画
委
員
会
を

置
き
、
合
唱
技
術
の
向
上
を
目
的
と
す
る
技
術
部
会
、

団
務
の
円
滑
な
運
営
を
期
す
る
た
め
の
運
営
部
会
、
そ

れ
に
事
務
局
を
設
置
致
し
ま
し
た
（
図
１
）
。

図―１　洋光台男声合唱団組織図　
会
計
年
度
は
毎
年
十
二
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
十
一

月
三
十
日
、
規
約
は
四
十
五
条
か
ら
成
り
、
細
則
は
九

条
に
及
ぶ
取
り
決
め
が
完
成
し
、
昭
和
六
十
二
年
十
二

月
十
三
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
画
自
賛
で
す
が
、
団
員
は
優
秀
な
人
材
が
多
く
、

こ
の
規
約
の
作
成
、
日
常
の
団
活
動
の
執
行
に
つ
い
て
、

い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
規
約
の
作
成
に
あ
た
り
、
団
の
基
本
は
「
理

念
」
に
あ
り
と
い
う
こ
と
で
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
次

の
よ
う
な
理
念
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
三
条
　
本
団
は
、
音
楽
を
愛
す
る
者
の
集
ま
り
で

　
　
　
　
　
あ
り
、
合
唱
を
通
し
て
人
間
性
豊
か
な
ふ

　
　
　
　
　
れ
あ
い
と
、
心
身
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
。

　
第
四
条
　
本
団
は
、
近
隣
と
の
友
好
親
善
を
進
め
、

　
　
　
　
　
合
唱
活
動
を
通
し
て
地
域
文
化
の
発
展
に

30
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貢
献
す
る
。

　
第
五
条
　
団
員
各
自
は
、
よ
き
社
会
人
と
し
て
の
誇

　
　
　
　
　
り
を
持
ち
、
よ
り
高
い
音
楽
性
を
も
と
め

　
　
　
　
　
て
、
常
に
自
己
研
錐
に
努
め
る
。

　
こ
の
よ
う
に
崇
高
な
も
の
で
す
。
私
た
ち
団
員
は
い

つ
も
こ
の
理
念
に
従
っ
て
団
活
動
を
し
て
い
く
所
存
で

お
り
ま
す
。

　
ま
た
洋
男
に
は
賛
助
団
員
制
度
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
規
約
第
十
七
条
に
、
本
来
合
唱
活
動
に
参
加
出

来
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
本
団
の
理
念
に
賛
同
す
る
者

は
賛
助
団
員
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
あ
り
、
よ
り
地

域
に
密
着
し
た
合
唱
団
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
現
在

四
十
数
人
の
方
々
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
は
横
浜
市
外
そ
し
て
県
内
全
域
に
も
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
発
表
会

　
洋
男
の
発
足
以
来
三
年
、
一
つ
の
節
目
と
し
て
発
表

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
洋
男

は
専
門
家
は
皆
無
で
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
お
願
い

し
て
い
る
中
村
博
之
先
生
の
み
が
プ
ロ
で
、
か
つ
て
学

生
時
代
合
唱
を
や
っ
て
い
た
者
、
合
唱
が
メ
シ
よ
り
好

き
な
者
、
カ
ラ
オ
ケ
出
身
者
を
含
め
て
様
々
な
団
員
の

集
合
体
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
年
齢
的
に
も
本
来
の
合
唱
団

の
発
表
会
の
よ
う
に
は
と
て
も
参
り
ま
せ
ん
。
賛
助
団

員
と
家
族
を
中
心
と
し
た
「
手
づ
く
り
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
と
銘
打
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
練
習
に
も
力
が
入
り
、
歌
も
心
も
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
合
い
言
葉
に
そ
の
成
果
は
実
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
発
表
会
の
直
前
の
九
月
三
日
、
四
日
に
山
梨
県
八
ヶ

岳
高
原
泉
郷
に
強
化
合
宿
を
計
画
し
ま
し
た
。
中
村
先

生
の
指
導
の
も
と
に
重
点
的
な
練
習
を
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
参
加
人
員
三
十
四
人
、
食
事
担
当
か
ら
す

べ
て
役
割
を
分
担
し
て
、
バ
ス
に
て
出
発
で
す
。
歌
の

練
習
は
各
人
ご
と
の
練
習
か
ら
パ
ー
ト
に
お
よ
び
、
全

員
延
十
時
間
の
特
訓
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果

は
着
実
に
上
り
、
強
化
合
宿
は
大
成
功
で
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
心
ふ
れ
あ
う
仲
間
と
の
一
泊
旅
行
で
す
。
楽

し
く
な
い
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
寝
時
間
に
な
っ
て
も

青
春
時
代
に
帰
っ
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
「
よ
く
こ
ん
な

に
知
っ
て
い
る
な
あ
」
と
驚
嘆
の
声
が
上
が
る
程
、
尽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
も
か
く
食
事
の
準
備
か
ら
特
訓
の
練
習
ま
で
、
す

べ
て
良
き
思
い
出
だ
け
を
残
し
、
ま
た
来
年
「
こ
こ
で

歌
お
う
！
」
と
約
束
を
し
て
帰
路
に
つ
い
た
の
で
し
た
。

　
発
表
会
当
日
の
九
月
二
十
三
日
は
あ
い
に
く
雨
で
し

た
が
、
前
夜
か
ら
徹
夜
で
作
っ
た
舞
台
装
置
を
団
員
の

運
転
す
る
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
入
し
た
り
、
早
朝
か
ら
団
員

各
自
準
備
に
か
か
り
、
な
ん
と
か
昼
の
練
習
時
間
ま
で

に
終
了
出
来
ま
し
た
。

洋光台男声合唱団の第１回発表会、根岸、薬業会館ホール

　(昭和63年９月23日)

写真―３　
団
員
の
家
族
、
交
流
し
て
い
る
女
声
合
唱
団
の
方
々

に
も
裏
方
の
仕
事
を
お
願
い
し
て
、
午
後
二
時
三
十
分

開
幕
の
ベ
ル
が
鳴
り
ま
し
た
。
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず

定
員
三
百
人
の
ホ
ー
ル
は
満
員
、
補
助
椅
子
を
出
す
ま

で
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
表

―
１
の
通
り
で
す
。

　
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
九
十
二
人
の
方
々
か
ら
、

技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
曲
名
、
運
営
と
雰
囲
気
に
つ

い
て
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

調査季報101－89.3
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の
二
つ
を
御
披
露
し
ま
す
。

　
　
「
朝
日
新
聞
を
拝
見
し
て
聴
き
に
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
が
大
好
き
な
も
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
男
声

合
唱
団
（
し
か
も
地
域
グ
ル
ー
プ
）
で
本
当
に
素
晴
ら

し
い
グ
ル
ー
プ
と
思
い
ま
す
。
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
お
仕
事
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
に
。
第

二
回
、
第
三
回
と
続
け
て
欲
し
い
で
す
ね
。
そ
の
都
度

聴
き
に
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
」
（
六
十
歳
女
性
）

　
終
演
後
に
同
ビ
ル
の
四
階
に
お
い
て
観
客
と
団
員
と

の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
団
員
、
観
客
が
一

体
と
な
っ
て
楽
し
い
雰
囲
気
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
閉

館
時
間
ま
で
交
流
の
輪
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

‐
交
流
会

　
洋
男
は
隔
月
に
「
交
流
会
」
と
称
し
て
、
四
つ
の
パ
ー

ト
が
交
代
し
て
趣
向
を
こ
ら
し
た
食
事
と
ア
ル
コ
ー
ル

の
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
担
当
パ
ー
ト
の
中
か
ら
お

二
人
に
二
十
分
間
ず
つ
の
ス
ピ
ー
チ
タ
イ
ム
を
も
う

け
、
豊
か
な
人
生
経
験
を
吐
露
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
定
ま
っ
た
テ
ー
マ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
我
が

人
生
と
音
楽
」
と
か
「
我
が
人
生
の
生
き
ざ
ま
」
な

ど
、
年
齢
的
に
も
成
長
の
時
代
背
景
が
同
じ
で
、
音
楽

と
の
か
か
わ
り
合
い
も
な
ぜ
か
似
て
い
て
、
胸
に
響
く

お
話
ば
か
り
で
す
。
団
員
の
中
に
は
交
流
会
の
ス
ピ
ー

チ
が
楽
し
く
て
、
心
待
ち
に
し
て
い
る
者
も
大
勢
お
り

ま
す
。
楽
し
さ
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
こ
の
日
ば
か
り

は
喉
の
負
担
に
は
少
々
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
今
ま
で
歌
っ

て
き
た
曲
を
共
に
合
唱
し
ま
す
。
ご
く
自
然
に
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
流
れ
出
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
伝
わ
っ
て
い
く

よ
う
は
、
な
ん
と
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
別
れ
の
時
に

歌
う
「
遙
か
な
友
に
」
の
曲
は
、
肩
を
組
ん
で
静
か
に

友
情
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
余
韻
を
残
し
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
は

静
か
に
響
き
わ
た
り
街
中
の
闇
に
溶
け
込
ん
で
い
き
ま

　
　
「
素
人
と
は
思
え
な
い
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
が
心
か
ら
歌
を
愛

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
私
は
月
に
一
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
老
人
ホ
ー
ム
を

慰
問
し
て
、
寝
た
き
り
の
老
人
た
ち
の
た
め
に
リ
コ
ー

ダ
ー
の
伴
奏
付
き
で
合
唱
を
し
て
い
ま
す
。
今
日
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
の
思
い
が
生
か
せ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
」
（
十
九
歳
女
性
、
日
赤
学
生
寮
）
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す
。

機
関
紙
の
こ
と

　
各
部
会
の
活
動
は
各
部
長
の
り
ー
ダ
シ
ッ
プ
に
よ
っ

て
団
活
動
に
欠
か
せ
な
い
任
務
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す

が
、
広
報
部
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
に
機
関
紙

　
「
Y
O
D
A
N
」
を
創
刊
致
し
ま
し
た
。
紙
面
は
団
員
の

記
事
、
パ
ー
ト
の
話
、
部
会
だ
よ
り
、
そ
の
月
の
お
知

ら
せ
な
ど
で
、
第
三
号
ま
で
出
版
し
て
お
り
ま
す
。
発

刊
ご
と
に
紙
面
は
充
実
し
て
素
晴
ら
し
い
機
関
紙
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
紙
面
は
洋
男
の
こ
と
の
み
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
順
次
賛
助
団
員
、
地
域
の
方
々

の
記
事
も
掲
載
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
機
関

紙
を
工
夫
し
て
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
、
よ
り
大

き
く
し
て
い
く
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
集
作
成

　
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
、
洋
男
は
団
員
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
集
を
作
り
ま
し
た
。
一
周
年
を
記
念
し
て
一

年
間
の
歩
み
、
主
な
行
事
を
前
段
に
、
各
団
員
の
写
真
、

生
年
月
日
、
住
所
、
出
身
地
、
電
話
番
号
、
趣
味
、
仕

事
、
家
族
、
洋
男
へ
の
希
望
、
座
右
の
銘
、
尊
敬
す
る

人
、
音
楽
の
思
い
出
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を
書
い
て
一
冊
の
本

に
致
し
ま
し
た
。
か
ま
え
ず
に
書
い
て
も
ら
っ
た
お
か

げ
で
、
交
流
の
密
度
は

い
っ
そ
う
深
い
も
の
に

な
り
、
新
し
い
団
員
の

方
々
の
た
め
に
も
う
一

度
こ
の
計
画
を
進
め
よ

う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
「
洋
男
グ
ル
メ
」

と
題
し
て
団
員
の
推
薦

す
る
店
を
二
店
程
提
出

し
て
い
た
だ
き
、
な
に

が
お
い
し
い
か
、
値
段

は
？
な
ど
地
図
入
り
で

紙
面
を
ま
と
め
、
こ
れ

も
一
冊
の
本
に
し
よ
う

と
い
う
企
画
が
あ
り
ま

す
。
と
も
か
く
団
員
ど

う
し
、
人
生
深
く
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、

モ
ニ
ー
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
歌
が

大
好
き
と
い
う
者
ば
か
り
が
集
ま
っ
た
洋
男
の
メ
ン

バ
ー
は
み
ん
な
良
い
方
ば
か
り
。
男
声
四
部
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
結
ば
れ
、
心
も
歌
も
最
良
の
「
仲
間
」
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
か
け
が
え
の
無
い
こ
の
人
生
を
、
合
唱

を
楽
し
み
な
が
ら
、
人
間
性
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
を
満
喫

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
形
の
楽
し
い
企
画
が
出
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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表－２　洋光台男声合唱団愛唱歌

九 八

合
唱
の
魅
力
は
、
お
互
い
の
声
を
聴
き
合
っ
て
ハ
ー

喜
び
、
楽
し
み
の
原
点

十
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出
来
る
事
は
、
な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私

達
は
味
わ
い
深
い
人
生
の
渦
中
に
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
私
達
の
歌
っ
て
き
た
愛
唱
歌
も
数
が
増
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。
男
声
合
唱
の
特
色
と
し
て
伴
奏
が

な
く
て
も
Λ
赤
ペ
ラ
Ｖ
で
歌
え
ま
す
。
ど
ん
な
場
所
で

も
パ
ー
ト
が
揃
え
ば
、
し
び
れ
る
よ
う
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
出
せ
る
、
思
っ
た
だ
け
で
も
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

夢
は
大
き
く
団
員
数
も
百
人
は
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
地
域
の
方
々
と
色
々
の
機
会
に
よ

り
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後

も
「
心
の
か
け
橋
合
唱
団
」
と
し
て
一
味
も
二
味
も
違
っ

た
味
わ
い
深
い
合
唱
団
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
洋
光
台
男
声
合
唱
団
団
長
Ｖ
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